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署
の
基
礎
デ
ー
タ

所 在 地 福島県南会津郡南会津町山口字村上８６７

区 域 面 積 167,415ha うち森林面積 158,619ha（森林率 94.7％）

国 有 林 面 積 109,391ha （国有林率 68.9％）

管 轄 区 の
関 係 市 町 村

２町１村（只見町、南会津町のうち旧田
た じ ま ま ち

島町を除く区域（旧
南
なんごうむら

郷村、旧伊
い な む ら

南村、旧舘
たていわむら

岩村の区域）、檜枝岐村

奥
会
津
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
保
全
に
向
け
て

～
尾
瀬
大
江
湿
原
に
お
け
る
地
域
の
関
係
者
と
協
力
し
た
防
護
柵
の
設
置
活
動
～

「管内概要」
　会津森林管理署南会津支署は、
福島県南会津郡のうち、阿

あ が の
賀野

川上流の只
た だ み

見川及び伊
い な ん

南川流域
に位置する 2 町 1 村（只

た だ み ま ち
見町、

南
みなみ

会
あい

津
づ

町
まち

、檜
ひ の え ま た

枝岐村
むら

）に所在す
る国有林約 11 万 ha を管轄し
ています。管内の国有林の大半
が奥会津森林生態系保護地域や
緑の回廊、尾瀬国立公園や越

え ち ご
後

三
さんざん

山只
た だ み

見国定公園などの自然公
園、只見ユネスコエコパークに
指定されています。管内の大半
の森林が冷温帯に属していますが、燧

ひうちがたけ
ヶ岳（2,356m）や会津駒ヶ岳（2,133m）などの

高山も多く、その周辺の森林は亜高山帯あるいは高山帯に属しています。また、尾瀬地域、
田
た し ろ や ま

代山（1,926m）山頂など多くの箇所で高山性湿原が形成されています。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

尾お

ぜ瀬
大お
お
え江
湿し
つ
げ
ん原
の

植
生
へ
の
影
響

　
広
さ
約
35 

ha
に
わ
た
る
尾
瀬
の
大
江
湿
原

は
尾
瀬
国
立
公
園
の
東
側
（
福
島
県
と
群
馬

県
の
県
境
付
近
）
に
位
置
し
て
お
り
、
福
島

県
側
は
ほ
と
ん
ど
が
国
有
林
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
大
江
湿
原
で
は
、
尾
瀬
を
代
表
す

る
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
な
ど

様
々
な
高
山
植
物
が
四
季
折
々
の
姿
を
見
せ

観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
（
写
真

１
）。

　
し
か
し
、
平
成
20
年
頃
か
ら
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
よ
る
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
花
芽
の
食
害
が

年
々
増
加
し
た
た
め
、
以
前
は
大
江
湿
原
一

面
に
咲
い
て
い
た
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
開
花

が
一
部
分
で
し
か
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
地
元
の
檜ひ

の
え
ま
た
む
ら

枝
岐
村
に
と
っ
て
は
、

重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
尾
瀬
の
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
の
保
全
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
檜

枝
岐
村
か
ら
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署

に
も
防
護
柵
の
設
置
に
よ
る
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス

ゲ
の
保
全
に
つ
い
て
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
の
取
組

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
会
津
森
林

管
理
署
南
会
津
支
署
で
は
、
平
成
26
年
度
よ

り
大
江
湿
原
の
周
囲
に
金
属
製
の
防
護
柵
の

設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
防
護
柵
は
、
栃
木

県
な
ど
で
越
冬
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
春
に
尾

瀬
の
雪
が
解
け
る
と
戻
っ
て
く
る
こ
と
、
ま

た
冬
季
は
雪
の
圧
力
に
よ
り
金
属
製
の
防
護

柵
が
破
損
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
雪
が
解

南会津町

只見町

檜
枝
岐
村

新潟県

栃木県

福島県

会津森林管理署
南会津支署

山形県

尾瀬国立公園
大江湿原

取 組
国有林野事業の

関
東
森
林
管
理
局
　
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
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け
る
６
月
頃
に
設
置
し
、
降
雪
前
の
10
月
頃

に
撤
去
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
観
光
客
が
湿
原
へ
出
入
り
す
る

箇
所
の
木
道
（
遊
歩
道
）
上
に
、ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
に
、扉
や
グ
レ
ー

チ
ン
グ
※
を
設
置
す
る
と
と
も
に
（
写
真
２
）、

沼
か
ら
の
湿
原
へ
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め

に
、
景
観
を
損
ね
な
い
範
囲
で
水
面
に
ネ
ッ

ト
を
設
置
す
る
な
ど
、
植
生
保
護
の
効
果
を

上
げ
る
た
め
の
改
良
を
重
ね
て
き
て
い
ま
す
。

地
域
協
議
会
に
よ
る

ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
の
取
組
　

　

南
会
津
尾
瀬
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
協
議
会

は
、
尾
瀬
国
立
公
園
等
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
生
態
系
へ
の
影
響
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
、
福
島
県
を
事
務
局
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
協
議
会
に
は
、
メ
ン
バ
ー
と
し

て
南み

な
み
あ
い
づ
ま
ち

会
津
町
、
檜
枝
岐
村
、
檜
枝
岐
猟
友
会
、

尾
瀬
檜
枝
岐
温
泉
環
境
協
会
、
尾
瀬
保
護
財

団
、
尾
瀬
山
小
屋
組
合
が
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
環
境
省
や
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津

支
署
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
協
議
会
で
は
、
各
機
関
個
々
の
取
組

や
現
地
の
被
害
状
況
の
報
告
な
ど
尾
瀬
の
保

全
に
向
け
た
情
報
交
換
や
協
議
を
行
う
こ
と

が
中
心
で
し
た
が
、
平
成
29
年
度
か
ら
協
議

会
メ
ン
バ
ー
や
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
画

も
得
て
防
護
柵
の
一
部
設
置
の
協
力
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
写
真
３
）。
設
置
に

当
た
っ
て
は
、
協
議
会
の
各
団
体
が
そ
れ
ぞ

れ
役
割
分
担
し
な
が
ら
実
施
し
、
会
津
森
林

管
理
署
南
会
津
支
署
は
、
作
業
箇
所
の
整
備

や
資
材
の
準
備
、
当
日
の
設
置
作
業
の
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
護
柵
の
設
置
期
間
中
は
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
追
い
払
い
、
く

く
り
わ
な
等
に
よ
る
捕
獲
も
協
議
会
メ
ン

バ
ー
で
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

取
組
の
成
果
と
課
題

　
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
防
護
柵
設
置
期

間
中
の
シ
カ
の
目
撃
頭
数
は
、
防
護
柵
の
導

入
前
に
比
べ
減
少
し
て
お
り
、
地
元
関
係
者

か
ら
も
、
花
芽
の
食
害
が
減
り
、
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
の
開
花
が
徐
々
に
回
復
し
て
い
る
と

の
評
価
を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
７
月

下
旬
に
は
多
く
の
開
花
が
見
ら
れ
、
地
元
の

桧
枝
岐
村
の
方
か
ら
も
、
こ
こ
数
年
で
一
番

の
開
花
状
況
で
あ
り
大
勢
の
登
山
客
に
喜
ば

れ
て
い
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
取
組
は
、

地
域
の
関
係
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地

域
内
外
の
尾
瀬
の
利
用
者
が
一
体
と
な
っ
て

課
題
に
取
り
組
む
体
制
を
構
築
で
き
た
こ
と

が
一
番
の
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
効
率
的
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕

獲
や
食
害
対
策
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
動
向
や
植

生
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

地
域
や
利
用
者
が
協
力
し
て
取
り
組
む
体
制

を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
と
連
携

し
た
大
江
湿
原
の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
保
全

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

写真２

写真１

写真３

大江湿原のニッコウキスゲ

設置したグレーチング

シカの侵入を防ぐ防護柵を設置する様子

※	「
グ
レ
ー
チ
ン
グ
」
と
は
、
鋼
材
を
格
子
状
に
組
ん
だ

溝み
ぞ
ぶ
た蓋

の
こ
と
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
踏

む
こ
と
を
嫌
う
習
性
が
あ
る
。
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